
普及活動情勢報告（令和３年６月分）

須崎農業振興センター農業改良普及課

JA 土佐くろしお管内の産地振興計画について ～よりよい産地づくりを関係機関とともに～

協議会の様子

5月24日のJA土佐くろしお管内農業振興連絡協議会がJA土佐くろ

しおで開催され、JA、3市町、振興センターが、産地振興に向けた活

動方針、年間活動計画、到達目標を協議しました。

会では、担い手の確保・育成、労働力確保、農福連携、販売戦略、

主要9品目の各戦略チームで作成した行動計画が承認され、目標達成

に向けた活動内容が共有されました。また、JA、各市町が実施する

新型コロナウイルス感染症対策や新規事業計画、県のNext次世代こ

うち新施設園芸システム等について情報交換を行い、組織間連携の

重要性についても確認できました。

当課は、関係機関とのコーディネート役を担うとともに、技術指

導など産地振興に向けた効果的・効率的な活動を行います。

目指せ収量９ｔ！ 夏本番に向け意識統一 ～米ナス現地検討会を開催～

現地検討会の様子

JA高知県高西地区津野山営農経済センターなす部会は、5月31日に

現地検討会を開催し、10戸13人の農家が参加しました。

参加者全員が新型コロナウイルス感染症対策に留意しながら実施

しました。当課からは、生育初期のかん水・追肥管理や梅雨時期か

ら発生する黒枯病の防除、昨年作成した生育診断指標による草勢確

認方法を情報提供しました。JAからは、GAPの取組方針や今年度の農

薬暦を説明しました。

現地視察は、津野町の2戸のほ場で行い、参加者はお互いの誘引や

整枝・摘葉方法などについて活発に意見を交換しました。

当課はJAと協力し、今後も巡回指導・調査等を通じて夏期の肥培・

かん水管理や摘果管理などを重点的に指導し、米ナスの収量向上を

図っていきます。

農業・農村の振興及び発展を目指して！ ～高南地域営農協議会第 1回幹事会～

真剣に資料に見入る幹事

6月3日、JA高知県四万十農協会館で、総会前の第1回幹事会が行わ

れ、幹事16人が参加しました。

会では、令和2年度事業実績と令和3年度事業計画について、4部会の

部長らが報告し、内容について協議しました。今年度の有望品目の検討

については新たに研究費を設け、直販所で人気のあるタマネギ・サトイ

モの試験栽培を行い、課題解決に取り組むことになりました。

また、新たな取組として、各部会の課題を皆で共有し協議ていく体制

を作っていくことになりました。

当課は部会活動が円滑に進むよう支援するとともに、今後はドロ

ーン等のスマート農業の普及に向けた取組を強化していきます。



コロナに負けるな！ ～高収益作物次期作支援交付金（4次公募）の周知～

4次公募について周知を行う普

及指導員（左）

6月4日から17日にかけて、花き生産者5戸を対象に、高収益作物次

期作支援交付金4次公募の周知を個別巡回にて実施しました。

巡回時には3次公募との違いや交付金額の計算方法など申請にか

かるポイントについて説明しました。

生産者からは「計算方法が複雑で分かりにくかったが説明してく

れて理解できた」「新型コロナウイルス感染症で減収していたがこ

れを機にまた頑張ろうと思う」などの前向きな意見がありました。

当課は今後も各関係機関と連携し、新型コロナウイルス感染症の

影響を受けた生産者を支援していきます。

考えよう！自分たちの集落の未来 ～津野町・集落営農塾の実施～

熱心に聞き入る参加者

6月7～10日、津野町で中山間地域等直接支払交付金に取り組む協

定集落を対象に、集落営農塾（組織化編）を開催し、44集落54人の

参加がありました。

当課から、センサス等による地域の状況、地域課題の解決策の1

つに集落営農という考え方があること等を説明しました。

参加者からは、高齢化率が高いデータを見て深く頷く様子や「農

機具等が古くなってきている」という声がありました。

当課は、今後も関係機関と協力して、集落営農の組織化の推進を

継続して行います。

甘とうの出荷規格の徹底 ～甘とう目慣らし会が開催されました～

特に大きさ、規格別の曲がりに

ついて周知

6月11日に、JA高知県高西地区津野山営農経済センター園芸部土佐

甘とう部会は営農経済センター「輝」で目慣らし会を開催しました。

新型コロナ感染症対策を徹底するため、梼原町・津野町の生産者別

に2部制で行い、計19戸が参加しました。

当課は、梅雨時期に問題となる黒枯病・斑点病の予防、尻腐れ果

発生対策の栽培管理方法を説明しました。生産者からは、「尻腐れ

果と日焼け果の見分け方をより詳しく教えてほしい」という声があ

りました。

当課は、今後、高温期のかん水や整枝等の適正管理方法を部会や

現地巡回により技術指導し、部会目標収量達成に向けて支援してい

きます。


